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【＜概要＞又は＜一般目標： GIO>】

五感のうち聴覚・嗅党・味党などの感党に加え、平衡覚さらには発声、呼吸機能にも深く関与する耳鼻咽喉科領域は文化的生活に芭着しt
耳、鼻、咽頭、喉頭、気管、食道に分けてそれぞれの構造と機能、検査、疾患について概説する。

［＜学習目標＞又は＜行動目標： SB0>】

講義内容を整理し、理解して、説明できるようにまとめる。

回

数 授業計画又は学習の主題

1聴覚系構造と機能、主な難聴疾患、年齢と難聴

2平衡系の構造と機能、主なめまい疾患

3耳の構造と顔面神経の走行・主な顔面神経麻痺

4鼻の構造と機能、感冒と鼻症状

5主な鼻副鼻腔疾患

6口腔．咽頭の構造と機能、急性扁桃炎とその症状

7主な口腔．咽頭疾患

8喉頭の構造と機能

9喉頭の検査

10暖声をきたす喉頭疾患

11気管・食道の構造と機能

12気管・食道の検査

13主な気管・食道疾患

14喋下障害をきたす食道疾患
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参考書
新耳鼻咽喉科・頭頸部外科学Qシリーズ 市川銀一郎 日本医事新報社 1998年、 2800円
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【評価方法】

出席状況と定期的試験から評価する。

【履修上の留意点】
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